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高度なものづくりを実現する金型内の“見える化”技術 

金型内可視化技術による樹脂流動挙動の定量化とそり変形予測精度の向上 
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概  要 

 

プラスチック射出成形品は，成形後にそり変形が発生しやすい問題がある．こ

のそり変形を予測する技術として CAE があるが，そり変形発生要因の一つで

ある樹脂流動に伴う物性値分布や異方性が考慮されておらず，予測精度が十分

でない．本技術は，金型内の樹脂流動を可視化観察して成形品に生じる物性値

の分布や異方性を予測する技術を確立し，CAEのそり解析精度向上を図る． 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

プラスチック射出成形品の分子配向によって機械的特性が変化し，分子配向は

樹脂粒度の影響を受けるため，金型内の樹脂流動挙動の把握が必要である．し

かし，通常の金型では観察することができない．本技術は，金型の一部にガラ

スブロックを組み込んだ可視化金型および高速度カメラにより，詳細かつ定量

的に樹脂流動挙動を計測することができる． 

本技術の 

有用性 

射出成形時の樹脂流動可視化観察は，様々な成形不良の現象解明につながると

ともに，成形不良対策や高付加価値化の検討にも活用できる． 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

適用可能製品 
・自動車用高精度樹脂部品 

・電子機器等の超精密射出成形部品 
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流速分布 そり変形予測 

可視化金型を用いて、射出成形中の樹脂流動挙動を高速度カメラで撮影し、画像処理技術によって、樹脂流速

を定量化する。この流速による力学的なエネルギと物性値分布や異方性の関係を定量化し、数値解析に反映さ

せて高精度なそり変形予測技術を確立する。 

 


